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を同定した。その後、抗 GFP 抗体あるいは抗 mRFP 抗体と、線条体ストリオソ
ーム・マトリックス構造を明らかにする抗 µ-オピオイド受容体抗体とを用いて、
酵素抗体法による明視野二重染色を行った。カメラルシダを用いて単一ニューロ
ンの再構築を行い、15 個の ML ニューロンと 11 個の IL ニューロンについて、
樹状突起形態と軸索軌道、線条体のストリオソーム・マトリックス構造における
神経終末様構造の分布を解析した。 

































が用いられた。抗 GFP 抗体あるいは抗 mRFP 抗体と、抗 µ-オピオイド受容体抗体による明
視野二重染色、カメラルシダによる単一ニューロンの再構築が行われ、15 個の ML ニュー
ロンと 6 個の ILr ニューロン、5 個の Pf ニューロンについて、樹状突起形態と軸索軌道、
線条体のストリオソーム・マトリックス構造における神経終末様構造の分布が解析され
た。 
その結果、視床線条体投射において ML ニューロンはストリオソーム構造、Pf ニューロ
ンはマトリックス構造を好み、視床亜核によって軸索や神経終末様構造における形態学的






  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２９年１２月４日実施の論文内容とそれに関連した試問を
受け、合格と認められたものである。 
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